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の有無，紙幅等を考慮して，使い分けていました。2001 年 3 月の定年
退職の後に，京都大学の川合康三教授と大学院生の中島貴奈さんを煩わ
せて一書に編んでいただき，刊行した論文集『詩人と造物 ― 蘇軾論考』
（2002 年 10 月，研文出版）の中核を為す論文は，『アカデミア』に掲載
していただいたものである。































　それに加えていま一つの新しい展開は，2007 年 6 月から，年に 2回（1
月と 6月），『アカデミア』文学・語学編の紙幅を割いて，輪読会での成
果を，「蘇軾詩注解（一）」の如きかたちで発表できるようになったこと
である。国内・国外の研究者との交流を考えると，その意義はまことに
大きい。われわれは開かれた場に在って，自らの学問を深化させねばな
るまい。
　南山学会が，その会員の学問を開かれた場に一層強く押し出してくだ
さることを，私は切に願っている。
